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代表取締役社長

下平雄二

トップメッセージ
せ空白エリアへの進出を進めると共に新規事業を積極
的に導入、大型案件の受注に注力してまいります。
　新システムのロードスにつきましては、なかなかよ
いご報告ができておりませんが、システムは完成して
おり、さらなる改良を加えると共に道路管理者等への
アピールを積極的に行っております。試行導入も進ん
でおりますので進捗があり次第ご報告させていただき
ます。
　日進月歩で進化する新技術の開発に取組み、全国ネ
ットの拠点網を活かしてお客様にサービスを提供でき
るよう万全の態勢を整え、業績の向上に邁進する所存
であります。
　また、激甚化する自然災害の復旧・復興に少しでも
寄与できるよう全社を挙げて対応してまいります。
　株主の皆様には、引き続き一層のご理解とご支援を
賜りますよう、お願い申し上げます。

　株主の皆様におかれましては、格別のご高配を賜り
厚く御礼申し上げます。
　当社は、土木建設に係る建設コンサルタント事業を
全国にて展開しており、土質・地質調査試験、非破壊
調査試験及び環境調査試験の３つの柱と地盤補強サー
ビス事業をワンストップにて提供しております。
　今期は基幹業務である土質・地質調査試験が堅調な
業況であったことに加え、非破壊調査試験のインフラ
ストックの維持管理業務及び環境調査試験の土壌汚染
浄調査・浄化工事のワンストップ化、アスベスト調
査・分析及び塗膜分析が受注増となりました。また、
例年公共工事の発注が落込む第２四半期（４月～６月）
ではありますが、営業の地味な種まきと積極的な営業
活動が功を奏し、受注増となりました。
　この結果、売上、利益ともに当初績予想を大きく上
回る結果となり、増収増益となりました。
　引き続き下半期につきましても営業活動を強化し、
新しく始めたFC（フランチャイズ）店の出展を進捗さ

人々の生活環境が豊かに
なることを使命とする

企業理念
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顧客領域 約4,000社社会インフラ整備
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調査設計

事業紹介
社会インフラに活用される技術
土木・建築工事において、その品質確保は大きな目標となっています。
設計～施工、維持管理における全ての場面でその品質を確保または向上させるために必要となる「調査、試験、提案」を私たち
が全面的にサポートいたします。

NEWS!

圧密試験機は「分銅型」「空圧型」が主流となっております。
これに対し、東日本試験センターでは最新となる「電動型」
の機器を導入いたしました。
電動型は上記のものに比べコンパクトであることも大きな
特徴ですが、制御が比較的難しい低圧領域のコントロール
に優れており、この領域での高い精度の試験値が得られる
ことも特徴の一つとなります。

東日本試験センター 新型圧密
試験機を導入いたしました！

PICK UP!

試験機のご紹介

 コンクリートなどの材料の品質管理、コンクリートの厚さ測定、内部調査などの試験で活躍し
ております。

パンジットはコンクリート用の超音波試験機として広く普及しています。
従来のパンジットでは超音波を送受信する装置（探触子）の数が少なく、数値しか測定することができませんでしたが 
このアレイ型パンジットは、探触子を複数に配置することで数値的な測定結果だけではなく断面画像として視覚的に
コンクリート内部の状態を確認することができます。

非破壊試験　超音波試験機　パンジット

探触子
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連結財務ハイライト

詳しい財務情報はこちら

(注)  当社は2017年10月1日を効力発生日として普通株式1
株につき2株の割合で株式分割を行っております。33
期の配当額及び34期中間の配当額は、当該株式分割の
影響を加味し、遡及して算定しております。

当社のことをより深く理解していた
だくとともに、最新情報をタイム
リーに提供することを目的に、IR情報
や事業案内などをウェブサイトに掲
載しています。ぜひご活用ください。

※  33期期末、34期第2四半期については単体決算となっており、参考比較としております。

当社ウェブサイトアドレス  https://www.dksiken.co.jp/ 土木管理総合試験所 検索

トップページ IR情報
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総資産/純資産（百万円）/
自己資本比率 （%）
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展示会に出展いたしました。IR NEWS

会社情報
会社概要（2019年６月30日現在）

商 号 株式会社土木管理総合試験所
英 文 商 号 C.E. Management Integrated

Laboratory Co.Ltd
事 業 内 容 試験総合サービス事業  土質・地質調

査試験
  非破壊調査試験
 環境調査試験
地盤補強サービス事業 地盤補強工事
その他事業 試験機器販売

設 立 昭和60年10月
資 本 金 11億8,126万円
従 業 員 数 407名

株式等の状況（2019年６月30日現在）

発行可能株式総数 18,720,000株
発行済株式数 14,843,600株
株 主 数 8,010名

当社で開発しておりますロードスシステムを下記展示会に出展いたしました。

・2019年5月22日～24日　CSPI EXPO（幕張メッセ）
・2019年7月24日～26日　 インフラ検査・維持管理展（東京ビッグサイト）

連日多くの来場者が訪れ、ロードスシス
テムについて広くお伝えすることができ
ました。
今後も各種展示会に出展予定です。
詳細は当社ウェブサイトにてお知らせい
たします。

展示会の様子 ロードスシステム

2019年２月より当社公式アカウントができました。

https://twitter.com/dkss1985

IR情報以外にも業務に関連した情報を今後お届け予定です。 
ウェブサイトと合わせてチェックしてみてください。

ツイッターはじめました！

本 社 〒387-0001  長野県千曲市雨宮2347-3
TEL:026-293-5677 （代表）
〒110-0005  東京都台東区上野5-15-

14-5F
TEL:03-5846-8385（代表）

支 店/出 張 所 17支店/3出張所
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